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2Kp-3　床スラブに対する一般居住者の要求性能
　　　　　　　　　一住宅の構造安全に関する研究（その５）－

　　　　　　　　　　　　　○久木章江＊＊　　石川孝重’　（＊日本女大、¨文化女大）

　目　的　阪神・淡路大震災をきっかけに、住まいの安全や性能について着目されるよう

になり、性能型の設計に移行するとともに、住宅性能表示などにも関心が高まっている。
前報では、一般居住者が明らかにすることを期待する住宅性能について分析し、さらに性
能表示や性能の掲示に対する意識について考察した。本報では、住宅の一部位である床ス

ラブに着目し、住まい手が床スラブに対してどのような性能を期待しているのか、また自
宅の床スラブの性能をどのように評価しているのかについて調査し、分析を行った。

　方　法　九州各県の一般居住者を対象にアンケート調査を行った。対象は２世代以上の
家族で暮らす夫婦で、大部分は40～50歳代である。設問内容は様々な住宅性能の重視度合、

自宅の床スラブに発生している不都合、自宅の床スラブに対する安全性および使用性能の
評価、想定される床スラブの最大許容積載重量などである。

　結　果　結果の一部を纏めたものを以下に示す。一般居住者の住宅性能に対する意識は
比較的高いが、具体的な知識が不足したり偏った情報による誤認識なども目立っている。

①「床スラブにはどんなにものを載荷しても壊れない」と考えている人が多く、実際の設
計時に想定されている重量より多くの積載物が載荷できると考えられている。

②現状調査の結果、きしみやたわみを中心に何力所か不都合の生じている住宅が大部分で
あった。なお、これらの不都合は築10年から20年の間に発生したとの回答が多い。

③自宅の床スラブの使用性能に多少の不備が生じている状態でも「早めに修理を行う」と
いう意識は少なく、大部分の回答者は「危険を感じたら修理する」と考えている。

2 Kp- 4　　　加圧防排煙システムによる煙制御に関する研究

　　　　　　　○若松佳世子、田中辰明(お茶の水女子大)

目的:ビル火災における死因の大半が煙によるものであり、煙の制御が防災計画における最

大の眼目である。わが国における煙制御は機械設備を用いて煙を排除する排煙法がとられ

てきた。近年、避難経路に給気し、その部分の圧力を高めることで煙の侵入を防ぐ加圧防排

煙システムを採用する建築物の数が増えている。加圧防排煙は建築基準法38条の特例を

受ける必要があるが、西暦2000年の建築基準法改正により法定の排煙法に加わる。そこ

で、特例を受けた加圧防排煙システムと、改IE某準法の中で可能な加圧防排煙システムにつ

いて防災計画書の調査、プログラムによる計算を行い、安全確保に必要な加圧給気量につい

て比較検討を行った。方法：改正基準法の中で可能なシステムについてはプログラムによ

る計算シミュレーションを行い、防災計画書中のものとの必要加圧給気量の比較をケース

スタディによって行った。結果:特例を受けたビルでは、複雑な計算を行えば無駄のない

精緻な値を得ることができた。改正基準法では計算が簡易化されている為、給気量は前者

に比べると余裕を持たざるを得ないが、専門知識を有さずとも計算できることがわかった。
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